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               審   査   の   要   旨 
 
 著者は、本学位論文で、エチレン受容体変異体である Sletr1-1及び Sletr1-2の果実の貯蔵性を改良
する育種素材としての有用性を評価するとともに、SlETR4、SlETR5及び SlETR6で得られた新規の一塩
基置換エチレン受容体変異体の特性評価を行い、エチレン受容体遺伝子変異体の育種素材としての可能
性を考察した。その結果、Sletr1-2変異体がトマトの果実の貯蔵性を改良するための育種素材として優
れていることを明らかにした。また新規変異体の解析では、エチレン受容体の GAF領域がエチレン感受
性制御において一定の役割を果たしていることを初めて検証した。これらの成果は、学術研究としては
エチレン受容体の GAF領域の機能を検証し、エチレン情報伝達系の研究に新たな知見を加えるものであ
り、学術研究として意義のある研究であると判断された。さらに、高品質トマトの生産や安定生産に寄
与できる果実の貯蔵性を向上するトマトの育種素材を実験的に検証したことから、技術開発研究として
も高く評価される研究であると判断された。 
 平成２８年１月１９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
